
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 山こい倶楽部第 44 回 石老山山頂にて 

 

 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて 

「夏空の観音崎 歴史を秘めた青海・緑森・白灯台初夏の湘南」 

＜下見＞  

日 時：7月 13 日（金）  

集 合：京浜急行「馬堀海岸駅」改札口 10：00（※改札口一箇所） 

＜本番＞ 

日 時：7月 18 日（水）、21日（土） 

集 合：京浜急行「馬堀海岸駅」改札口 9：10（詳細は別途連絡） 

今回は久野さんが企画しています。  

会員の「神奈川の身近な自然を訪ねて」シリーズの下見だけのご参加は、他

の野外研修会等と同様に 500 円の参加費を負担してもらいます。 

（下見時の CONE 保険は適用しませんので、各自で何らかの傷害保険・賠償責

活動予定 
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http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png


JFIK 会報 2018 年 7 月号 

- 2 - 

 

任保険にお入りください。） 

本番だけのご参加に関して参加費及び保険料の負担はありませんが、一般参加者に関するお手伝い等をお願い

致します。 

 是非、本番にはご家族やご友人をお誘い下さい。  

 一般の方の申し込みは、参加コース名、参加年月日、名前、住所、電話番号、高校生以下は学年を書いて申し

込みください。詳細はホームページをご覧願います。                     （昆野記） 

 

■室内勉強会「スペイン巡礼路を歩き続けて見えたもの」 

日 時：7月20日(金)18:00～20:00 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 

講 師：問屋正勝氏（サンティアゴ巡礼・宿巡礼ボランティア、四国巡礼・サンティアゴ巡礼民間交流コーディ

ネーター役） 

参加費：500円 

概 要：スペインの北西端にあるサンティアゴデコンポステーラを目指す巡礼路には1000年以上の歴史があり、

年間 30 万人以上の人々が巡礼に訪れます。私は定年退職直後の 2007 年から毎年 3ヶ月間スペインに滞在してこ

の巡礼路を歩き、巡礼宿で巡礼者のお世話をするボランティア活動や日本との交流のサポ－トを続けてきました。 

今年はグラナダからサンティアゴを経由してフィニステーレに至る 1,300ｋｍの巡礼をしました。グラナダか

らコルドバまでの 170km は 2 人の日本の友人、カセレスまでの 476km はさらに 2人のスペインの友人が同行して

くれました。またモリナセカからサンティアゴに至る260kmについては6人の日本の友人が同行してくれました。

お陰で現地の人たちと有意義な交流が出来たと思います。 

過去 12 年間で巡礼した距離は日本やブラジルも含めると、総計で 13,800km になりました。巡礼路をひたすら

歩き続けて見えたもの、国際交流に係わって思うこと、なぜこのような道を進むことになったのか、これからさ

き 10年間をどう生きるか等についてお話したいと思います。（講師記） 

※資料準備のため、事前申し込みをお願いします。 

申し込み先：吉原秀敏  メール：h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp  電 話：090-2636-1381  （吉原記） 

 

★■鎌倉風致保存会 

〇みどりのボランティア 

7 月 7 日（土）朝夷奈切通し、7 月 14 日（土）北条常盤亭跡、7 月 21 日（土）建長寺回春院、7 月 28 日（土）

十二所果樹園、8月 1日（水）内藤家墓地、8月 4日（土）泣き塔、8月 18 日（土）十二所果樹園、8月 25 日（土）

御谷山林、8月 29（水）浄光明寺 

〇覚園寺 

7 月 5日（木）、19日（木） 

〇その他のイベント 

7 月 7 日（土）歴史ウォーク、7 月 28 日（土）お話サロン、7 月 29 日（日）藍染め体験教室、8 月 21 日（火）

～27（月）地下道ギャラリー                               （廣瀬記） 

 

★■湘南の森 

日 時：7月 13 日（金）、28日（土） 

集 合：平塚市湘南平の上部パーキング付近 10:00、または大磯駅 9：20 

参加ご希望の方は、メールで吉井までお知らせください。メール：yoshiit@green.ocn.ne.jp 

活動報告や予定などは、次のホームページをご覧ください。http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html 

活動日は原則として、毎月第 2金曜日と第 4土曜日です。                 （吉井記） 

mailto:h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp
mailto:yoshiit@green.ocn.ne.jp
http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html
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★■ヤビツの森 

日 時：7月 21 日（土） 

場 所：丹沢ヤビツの森 

作業概要：下草刈り、植樹の点検などの作業を行います。 

参加ご希望の方は吉井宛メール：yoshiit@green.ocn.ne.jp にお知らせください。        （吉井記） 

 

★■フォレスト21「さがみの森」 

7 月 14 日（土）、22日（日）定例作業 

8 月 26 日（日）定例作業 

森林保全作業実践の場として活用ください。6日前までに申し込んでください。JR 橋本駅南口（マクドナルド

前）に集合して車での送迎になります。 

申し込み：「さがみの森事務局」 メール：sagami@moridukuri.jp 電話：03-3868-9535、FAX：03-3868-9536 

(菅原記) 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の作業は下記の通りですので、参加希望の方はメール又は電話で会長の田中（真）まで事前にお

知らせ下さい。 

メール：m.tanaka@feel.ocn.ne.jp 電話：090-1542-2154  

7 月 7日（土）、17日（火）10:00～14:30 

8 月 4日（土）、20日（月）10:00～14:30 

集合場所：久右衛門邸                                （田中（真）記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウメボシイソギンチャク 
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                   ハマゴウ 

 

 

(2017.7.12 真鶴半島にて) 
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■山こい倶楽部第 43 回「高川山」 

日 時：5 月 27 日（日） 

参加者：12 名（堺、辻、山路、中澤夫妻、引田、和田、吉井、田中、伊藤、久保、三樹） 

快晴のなか、初狩駅をスタート。私にとっては初参加の山こい倶楽部です。 

まずは舗装された林道を進んでいきます。と…高木の周りをヒラヒラと舞い踊る、一見華麗なヤツ…そう、お

馴染みのキアシドクガがここでも大発生中！！ミズキやクマノミズキはすっかり丸坊主の変わり果てた姿になっ

ており、そのものすごい勢いに唖然茫然。ちなみに、山道脇のコゴメウツギなどの枝の上部がちぎられているの

は鹿の食害だそうです。 

森林インストラクターの皆様との山は、周りが先生ばかりであ

りがたい。樹木や草花を教えていただきながらのんびり登ります。

話題となったのは、終わりかけのサイハイラン、ヨゴレネコノメ、

ミミガタテンナンショウ、エイザンスミレなど。室内勉強会で教

材となった「ツタウルシの幼葉とナツヅタの見分け方」も実施で

確認！鳥類はコサメビタキやクロツグミ、エナガ、ツツドリなど

がいた模様です（私には全部「鳥」としかわからず）。そんな平

和な山道で、小さいながらもマムシも出現！棒でつつかれながら

大人しく森の中に消えていきました。 

アブラチャンの樹林を抜けると、そこが頂上。高川山は大月市

の秀麗富嶽十二景の一つだそうですが、残念ながら本日は雲の中。

山頂の一部だけがこっそりと見えていました。 

山頂まで思ったよりも楽だったな、などと考えていたら甘かっ

た。大月駅までの道のりは小さいアップダウンが続くうえ、時々

急傾斜もあり、なかなか気が抜けません。しかし山頂直下からし

ばらくは、あちこちに群生するコアジサイが満開！淡い青が陽に

映え、その美しさに大満足でした。 

ハクウンボクの葉のビロードの手触り、花の終わったイチヤク

ソウ、松の切り株のキノコは松王子、そして最後に名前が判明し

たウメガサソウ。楽しみながらの山道も、大月駅までもう一息と

いうところにある「むすび山」で終了。ここは大戦中、空からの攻撃を見張る監視場所となっていたそうで、大

きな井戸のような跡が残っていました。 

駅に到着したあとは、それぞれビールを買い込み、ホーム（！）や登山客や観光客で混み合う車内（！！）で

楽しく飲みながら、5月の山こい倶楽部は幕を閉じました。                  （三樹記） 

 

■山こい倶楽部第 44 回「石老山」 

日 時：6 月 30 日（土） 

参加者：和田、中澤夫妻、引田、山路、久野、角田、境、久保、小林（NPO 緑のダム北相模）、坂間 

 昨日関東で日本最速の梅雨明け宣言がされた、朝から 30 度を超える真夏日だった。9：45JR 橋本駅に集まっ

たのは JFIK の 10名と私。 

毎回辻さんがメールでお声掛け頂いていたが、日程が合わず今回初めての参加にワクワクだった。見馴れた方

活動報告 

 

高川山山頂 

 

コアジサイ 
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が沢山おられ家族的な中、皆さんに気軽に声掛けを頂き楽しく活動に参加することができた。バスでプレジャー

フォレスト終点からものの 5 分で石老山入口着これは慣れた境 L の好判断、交通機関の企画構成は山行に大きく

影響を与えるからだ。準備体操を済ませ 10:20 出発。石老山形成は 600 万年前とも 6,000 万年前とも謂れがある

が、大きな地溝帯変動により出来た山で海底形状と大陸形状をそれぞれ見る事が出来る火山脈である。広小路の

階段を登ると、石老山の植物の看板があるが、ここではメンバーのウンチクが冴える、流石である。私は木や草

花の名前が覚えられず困っているがこの歳になっては無理だ。少し進むと顕鏡寺の山門が見えてくる。トイレを

借り、傾いた巨岩に折れた枝で突っかい棒を立てかけてやるのは人の優しさの表現を垣間見る。 

暑い！汗が💦滴り落ちるヒートクランプション症状が現れる、涼しい場所で水分補給を身体が求めている。山

こいの方は山に順応されており、熱中症などへの対処が各自でされていた。登山口から 2 時間 20 分で石老山山

頂に到着。山頂は沢山の登山者の方で溢れていたが、今日は熱中症で倒れた人が多かったのではないか。 

山頂では全員揃って写真に収まった後、嵐山に向け、大明神

山ねん坂道標方面の長い尾根を下る。北西斜面は風通しが良く

軽やかに進んだが、高度が下がる程ぶり返しの熱射は気持ちを

奪う。嵐山を抜ける予定だったが境 L の判断で相摸湖渡し船で

JR 相模湖駅に向かう事にした。これは先日第五回相摸湖コンシ

ェルジュの際境氏に参加頂いた時の行動で使ったルートで、早

速使って頂いて、参加した皆さんに喜んで頂き好評だった。こ

のルート使えますよ。渡し船からカドヤまでは、SL ナターシャ

とドスケビッチ氏が主役で場を和ませてくれ、楽しい活動とな

り怪我人もなく帰路に着く事が出来た。私も森林インストラク

ターにチャレンジしたいと思う様になった。   （小林記） 

 

 

■森こい倶楽部―横浜第三回 

「鶴川（町田市）から奈良町（青葉区）の森を巡る」ワンテーマ：東光院の針葉樹（川崎市町の木 50 選） 

日 時：6月 3日（日） 

コース：鶴川駅→鶴見川→屋敷林→東光院宝積寺→岡上神社→岡上営農団地→玉川学園→土橋谷戸→西谷戸→こ

どもの国駅前→奈良山公園→成瀬尾根→徳恩寺→恩田駅 約 6㎞ 

参加者：参加者：14名、山内、桐生、大橋、梶浦、引田、皆川、山路、田中、昆野、片山、當麻、鈴置、小池（案

内人）、久野 

町田市・川崎市麻生区・横浜市青葉区、三市の境は、住宅開発が進んでいますが、多くの緑も残されています。

駅から鶴見川沿いに行くと、ケヤキの屋敷林、東光院の古刹、岡

上神社と緑地が続きます。東光院は美しい庭に、イトヒバ、カキ、

イチョウ、ケヤキなどの川崎市の保存木が多く、深いたたずまい

を醸し出しています。カキなどの果樹園、畑地の岡上営農地に出

ますと視界が広がります。高台から細い尾根道を進むと玉川学園

の緑林とマッチした洋館が織りなす、違う風景になります。学園

を出て、階段で一気に谷戸に下ります。途中イスノキの樹林に出

くわし、谷戸では水田と、脇に植えられた多くに園芸種を小池さ

んの解説で鑑賞しました。奈良山公園で昼食後、オプションで、

成瀬尾根の里地をぬけ、徳恩寺でボダイジュなどの横浜市名木古

木を愛でて恩田駅で解散しました。   （久野記） 

 

玉川学園 

 

 

渡し船 
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■室内勉強会 「日本人の自然観（生活文化に関連した四季折々の植物）」 

日 時：6月 15 日（金）18:00～20:00  場 所：かながわ県民サポートセンター 

講 師：JFIK  小池 一臣 

参加者：中澤、梶浦、品川、河野、皆川、大橋、久野、坂間、吉原、大倉の 10名 

講師の小池さんは建築家として、自然との調和、その地域の特徴を活かす仕事に特に力を注がれたそうです。

普段の食生活においても添加物などに気を遣い、自然のものを選んで摂るようにされるそうです。今回は日本人

が抱いてきた、あるいは向き合ってきた自然観と、生活・文化に深く結びついてきた四季折々の植物に関して、

「衣」、「食」、「住」の面からお話をしていただきました。 

「衣」では藍色、縹色、紅色、浅葱色、橡などの色とその素材である植物について、画像で解説いただき、目

で確認することが出来ました。緑みかかったグレイの「利休鼠」についての説明もありました。 

「食」では和食の 4つの特徴を取り上げていただきました。それらは、 

・多様で新鮮な食材とその持ち味の尊重 

・健康的な食生活を支える栄養バランス 

・自然の美しさや季節の移ろいの表現 

・正月など年中行事との密接な関わり      

で、それらの具定例、利用例をお話しいただきました。 

自然を切り刻む石窟寺院等が海外なら、借景という形で自然を調和させる日本の建築の例や、屋根材（茅葺、

檜皮葺、杮葺など）の例で、日本人が「住」の部分でも深く自然とかかわってきたという事をお話しいただきま

した。 

都会での日常生活では、「自然豊かな日本」はその言葉に納得し、映像や文字でそれら自然の情報を得ている

状況である。私も JFIK の活動に（時々でも）参加をすることで、自然の一端に触れ、すこし自然が身近になっ

てきたと思うこの頃です。 

教えていただいた、「まごわやさしいこ」（豆、胡麻、わかめ、野菜、魚、しいたけ、芋、酵素）の実践に少し

でも近づける事ができればと思います。                          （大倉記） 

 

■神奈川の身近な自然を訪ねて  

「初夏の湘南 鵠沼・片瀬の身近な自然を訪ねて」 

日 時：6月 27 日（水）晴、30 日（土）晴  場 所：藤沢市 

参加者数：85名（27 日 43 名、30日 42 名） 

スタッフ：昆野、田川、山路、田口、菅原、小池、相原、大橋、広川、久野、坂間、吉原、瀬尾、田中（真）、

杉山、鈴置の 16 名 

両日とも、朝 10 時に JR 藤沢駅に集合し、5 班に分かれて出発

しました。江ノ電で柳小路駅へ移動し、すぐ近くの桜小路公園で

ハスの花を観察しました。第一蓮池の白花「舞妃蓮」は見ごろで、

参加者から感嘆の声があがりました。第二蓮池の赤花「誠蓮」は

まだ蕾が多く、これからが楽しみです。 

賀来神社では明治時代に荒野の鵠沼を、別荘地などに開発した

大給松平家と、伊東将行氏を偲びました。近くに正田美智子さま

が小学生の頃、疎開をされていた旧日清製粉の別荘跡があり、「美

智子皇后さま思い出の道」が鵠沼の景観10選に選ばれています。 

境川に出ると江ノ島の灯台が見え、しばらく川沿いに下って行

くと西浜公園があります。ここで小休止と時間調整をして、5 班

 

第一蓮池「舞妃蓮」 
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を 2グループに分けて、カトリック片瀬教会に向かいました。そこでは和風建築の聖堂に招き入れられて、教会

の歴史などを詳しく聞かせていただきました。湘南白百合学園小、

片瀬江ノ島駅を通り過ぎ、江ノ島が眼前の片瀬漁港で昼食をとりま

した。 

午後は弁天橋を渡り、観光客で混雑する「すばな通り」を、常立

寺を目指します。元使五人塚とシダレウメが有名です。次に龍ノ口

法難の霊場として名高い龍口寺を訪れました。仁王門わきのアメリ

カディゴを観察し、数人が延寿の鐘を撞かせていただきました。木

造ケヤキ作りで神奈川県唯一の五重塔を拝観、やはり木造ケヤキ作

りで大きな本堂でお祈りをして解散しました。なお、今回は地元の

田川さんに企画面で多大なお世話になりました。   （山路記） 

 

■四季の森公園「自然を訪ねて～シダの観察」 

日 時：6月 17 日（日）13:00～15:00 晴  場 所：県立四季の森公園 

参加者数：一般 29名、公園関係者 1名 スタッフ：14名 

梅雨の最中ですが、好天にも恵まれ、多くの方が参加されました。チーフリーダの坂間さんからシダの観察ポ

イント（大きさ・シルエット・色合いなどの全体を見る、葉の裏（ソーラス）を見る、生育環境を見るなど）の

説明があった後、3班に分かれてシダの観察を行いました。 

最初にシダらしいシダであるイヌワラビとベニシダの 2種類があるとの説明に、同じに見えるという声が上が

りましたが、表の形；色、ソーラスの色・形の違いなどを見ながらの説明があり、違いを見分けるポイントを理

解するきっかけとなりました。ゼンマイは山菜として食用にしているものからは想像のつかない大きなシダにな

っていました。コナラに生えたノキシノブの葉の大きさに比べたソーラスの大きさ、ニンジンのように繊細な葉

の形をしたタチシノブ、十手に似た形のジュウモンジシダなどそれぞれの特徴を観察していきました。ハナショ

ウブの咲く水の中には、スギナと水生シダのミズニラが場所を分けて生えていました。後半に出てきた小型のシ

ダであるイヌシダでは葉の毛の多くふわふわ感を味わいました。 

最後の観察ポイントにあるシダで、わかるようになったかの復習をしました。初めての方からも、名前を憶え

切れないものの、違うシダであるということはわかる、見分けるポイントはなんとなくわかってきたという声が

ありました。 

イヌシダ、イヌワラビ、イノデ、イノモトソウ、オオイタチシダ、オオハナワラビ、オクマワラビ、カニクサ、

ゲジゲジシダ、コウヤワラビ、ジュウモンジシダ、スギナ、ゼンマイ、タチシノブ、トクサ、トラノオシダ、ノ

キシノブ、ベニシダ、ホシダ、ミズニラ、ミ

ゾシダ、ミドリヒメワラビ、ヤブソテツ、リ

ョウメンシダなどを観察しました。（西岡記） 

 

龍口寺 

 

大倉班の様子  

坂間班の様子 

 

日比野班の様子 
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■四季の森公園 

里山アカデミー「四季守マスター塾第 2回」開催 

日 時：6月 24 日（日）10：00～15：00  場 所：四季の森公園会議室及び園内 

参加者：受講生 7名（5名欠席）、小野澤パークコーディネーター、JFIK 品川 

昨年度の野草ガイド育成講座の修了生を対象とした四季守マスター塾の第 2 回を開催しました。天気予報は雨

だったせいか、申込みは 12 名で 5 名の欠席がありました。朝の座学ではミニ講座として「植物分類体系の変遷」

を紹介しました。テキストには大場秀章・編著の「植物分類表」（2011 年、アボック社）と伊藤元己・井鷺裕司

著の「新しい植物分類体系 APG でみる日本の植物」（2018 年、文一総合出版）の一部を使いました。後者は 6

月 30 日発行で十分に内容を読み込んでおく時間が足らず、概要に

留めました。それでも受講生には、新たに植物図鑑を購入する時に

は、凡例に「APG に準拠」という記述を確かめて購入するように

して下さいと宣伝だけはしておきました。 

午前中の残り時間と午後の 2 時間を観察実技に使い、ムラサキシ

キブ、ヘメロカリス、ネムノキ、コバノカモメヅル、ハンゲショウ、

アフリカハマユウ、ハナショウブ、オカトラノオ、ヒヨドリバナ、

キツリフネ、ナツツバキ、タチアオイ、イヌゴマ、などです。ハナ

ショウブなどの解説を練習しました。ハンゲショウでは白斑のでき

方について、マタタビのでき方と比較して解説する受講生がいまし

た。よく使われる素材ですが、判りやすく解説することで、子どもにも理解できるものと思います。 

ネムノキでは、よく似た解説が続き、ミミタコ状態で、アンケートにも重複を避けて解説できないかという意

見が 1 件でていますが、順番の先の人も後の人も「練習」という意味では初心者として、読む、喋る、考える、

感じるという基本的な学習の様式は崩したくないと感じました。今回のコースには、ハナショウブと菖蒲の見極

め、ゲンジボタルの生活史のパネルなど園内に設置してありますので、次回には解説をしておきたいものと思い

ました。 

ナツツバキは、ところどころで沙羅双樹として植栽されているの

が見つかります。武家屋敷などにも庭木として植えてあることがあ

り、お釈迦様の誕生と入滅の木をきちんと取り上げて説明すること

が重要と思いました。追加して注文を付けると、俳句や短歌に登場

する植物ももっと積極的に取り上げて、解説の奥行きの深さを感じ

させる演出が必要と思いました。また、オカトラノオでは、和名で

は海藻、シダ、陸生植物、コケなどにトラノオの名がついていて、

いかに日本人がトラノオを好んでいたか判るが、二名法の学名では

この和名のような混乱は防げると思いました。いくつか学名を紹介

しておくことも面白いと思いました。        （品川記） 

 

■特定植物コケの仲間の観察会 

日 時：6月 16 日（土）13：00～14：30  場 所：県立四季の森公園 

参加者：一般 25 名、リーダー（上野、大塚）、スタッフ（片山、品川）、公園 1名。 

前日の雨が続く予報だったせいか、参加者は昨年の約 1/3 でした。屋内でスライドを使い 30 分程度、コケの

概要、見方、種子植物やシダとの違いなどを説明し、予備知識を身に付けた上で観察に出かけました。 

屋外では、地面、岩上、樹幹、池の周辺に見られるコケ植物を中心に観察しました。 

 

ヘメロカリス解説の練習 

 

ナツツバキの解説の練習 



JFIK 会報 2018 年 7 月号 

- 9 - 

 

ナミガタタチゴケ、コツボゴケ、ホウオウゴケの仲間、ホソバオキナゴケ、ハマキゴケ、コモチイトゴケ、タ

チヒダゴケ、カラヤスデゴケ、ウキゴケ、ケゼニゴケなど、20種類近くのコケ植物が見られ、雨の水分を吸収し

て緑を増し、生き生きとした姿を観察することができました。参加者は女性が 2/3 を占め、コケの観察会は初め

てという方が多く、質問やノートにメモを取るなど、熱心な方が多かったようです。 

小さく、維管束も根もないコケ植物ですが、参加者には、ルーペで見る精巧な作りや他の植物との競争を避け

て逞しく生きる姿を少しでも知っていただき、さらにコケに興味を持っていただけたらと思います。（上野記） 

 

■名瀬谷戸の会 

作業1回目 

日 時：6月 2日（土）10:00～15:00 

参加者：35 名（JFIK14 名、一般 12名、横浜メダカの会 9

名） 

作業内容：5班で実施 

ピザ窯周辺でのモウソウチクの伐採作業、ゾーン６のモ

ウソウチク皆伐作業、ピザ窯の東屋作り作業、希少種株

数確認作業、水生生物調査。 

 

作業 2回目 

日 時：6 月 18 日（月）10:00～15:00 

参加者：19 名（JFIK12 名、一般 7 名） 

作業内容：4 班で実施 

メダカ池周辺でのモウソウチクの伐採作業、希少種株数確認作業、 

ピザ窯の東屋作り作業、モウソウチクの花の調査。   （福田記） 

 

 

 

 

 

■鎌倉風致保存会 

〇みどりのボランティア 

日 時： 6 月 2 日（土）  場 所：十二所果樹園 

参加者：58 名（JFIK 黒川、松尾、広瀬） 

 今日は梅の収穫、あまり出来は良くない様子！でも収穫は楽しい。ゴールドマン・サックス社の若者が 18 名

も来てくれてとても賑やか！力持ちがゆすり棒でウメの枝をゆするとバラバラと実が落ちる、これを拾いバケツ

に入れることを 3～4 名のチームでくりかえします。午前中でほぼ終了、ホタルブクロやナルコユリがあちこち

に咲きヤマユリのつぼみも大きく膨らんでもう初夏です。お弁当も美味しいそう！お土産は青梅１キロ、青い目

の皆さんも梅ジュースを作って見ますと楽しそうでした。 

日 時：6月 9日（土）  場 所：東勝寺跡 

参加者：63 名（JFIK 黒川、松尾） 

ここは広くてなかなか終わらない場所です、今日は横須賀基地から海兵？の力持ち 31 人、元気な高齢者、松

愛会 22 人が参加して下さいました。3か所の草原に 3グループで取り組み、ほぼ仕上げました。久しぶりにとっ

ても綺麗になりました。クズの伸びはじめを刈ったので今年は草刈りが少し楽かも？マンパワーの威力です。 

 

この日の参加者 

 

モウソウチクの伐採作業 
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日 時：6月 16 日（土） 場 所：回春院 ※雨で中止 

日 時：6月 23 日（土） 場 所：大仏切通し 

参加者：18 名（JFIK 黒川、松尾、広瀬） 

大仏切通しは最近ハイカーが多い。今日も大手旅行会社の団体が 2～3 組賑やか！峠前後の草と斜面を覆う灌

木、ササを切り、通行し易い路を確保。雨でも傘がさせるようになりました。 

日時・場所：6月 30 日（土）、御谷 

参加者：37 名（JFIK 松尾、広瀬） 

昨日 29 日梅雨明け！史上最も早いそうで朝から夏の太陽ギラギラ！御谷の草原は背丈位の草の海です。ゴー

ルドマン・サックス社の若者 22 人が助けてくれました。大鎌をふるってどんどん刈り進み見事に仕上げてくれ

ました。道沿いのフェンス周りも丁寧につる草を剝がしてスッキリ！一部にオオハンゴンソウが数本 切り捨て

ましたが増えるかも？草原にはヤブカンゾウの花盛りです。                   

〇覚園寺 

日 時：6 月 21 日（木） ※雨で中止 

〇その他のイベント 

日 時：6 月 3日（日）、梅の販売 

約 300kg の青梅、10 時から販売、1.5 時間で売り切れ、無農薬が売り、実は放りっぱなしのことです。 

（広瀬記） 

 

■湘南の森 

日 時：6月 8日（金） 10：00～15：30 晴 

参加者：15 名、内 JFIK 会員 4名 

植樹に絡みついたつる草、ササ、アオキなどの低木を整理しました。梅雨時を迎えハイキング路（散策路）の脇

の雑草を取り除いて歩きやすくしました。 

日 時：6月 23 日（土） 10：00～15：20 曇りのち雨 

参加者：9名、内 JFIK 会員 2 名  

活動概要： 

下草刈り、つる草の除去、アジサイ周りの整理などを行いました。11 時過ぎから雨で作業を終えました。 

（吉井記） 

 

■「谷本の森」保全活動 

日 時：6月 2日（土）9：00～10：30  場 所：谷本小学校 

参加者：生徒約 50名、父兄・PTA 約 25 名、先生約 10 名、JFIK（菅原、河口、吉無田、瀬尾、小池、久野、片山、

山口（久）、安藤）9名 

 谷本小学校における恒例の保全活動で、4 班に分かれて「階段

の補修作業、土止め作業」、「道の補修、草刈」、「ビオトープの清

掃、周辺の草刈り、枝の選定」などに取り組みました。 

 小さな子供たちから中学生までもが参加し、お父さんお母さん

と一緒に、はじめての鋸や鎌、木槌を使って、楽しみながら気持

ちの良い汗を流しました。 

 短い時間でしたが、すっかりきれいになった森を目にして、皆

笑顔になって解散となりました。また、これからもよろしくとの

ことでした。                   （小池記） 
 

階段の補修 
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―必要とされる森林インストラクターを目指し― 

29 年 河岡 裕 

 

平成30年1月1日から森林インストラクターに仲間入りさせていただきました河岡と

申します。よろしくお願いします。私自身の活動として、現時点では、特記するほどの

ことがありませんので、自己紹介をさせていただきます。 

 手前、生国は四国です。四国は小さい（岩手県と同程度）ながらも、いささか広うご

ざいまして、四国は高知の土佐清水（足摺岬の付け根近く）にございます。四万十川（の

隣の下ノ加江川）で産湯を使い、性はカワオカ、名はユタカ、人呼んで、河（カワ）ち

ゃんと発します。 

 18 歳で国有林に職を得、愛媛県城辺町（現愛南町）を皮切りに、高知県高知市、物部村（現香美市）、愛媛県

津島町（現宇和島市）、高知県奈半利町、東京都千代田区、江東区、群馬県前橋市、静岡県浜松市、高知県四万

十市を 42年間に亘って流れ、造林・丸太生産、会計・経理、森林レク、自然遺産（小笠原）、技術開発、総合管

理と色々な業務に携わってまいりました。国有林を定年退職後、縁あって法人で働く機会を得、平成 31年 3月

までフルタイムで就業する予定でおります。森林インストラクター資格については、現職時代から知ってはいた

ものの私には無理カナと諦めていました。しかし、フルタイム

就業期間が残り 2年となった頃、「退職後、何もしないのは寂

しいし、これまでの知識・経験が無駄になるのは勿体ない」と 

思うに至り、一念発起して「2年間で森林インストラクター資

格を取得する」を目標に、可能な限り講習会に参加するなどし

て取り組んだ結果、今年は合格者数が多いという追い風もあっ

たことから幸いにも合格することができました。 

 まだまだ未熟者で、更にフルタイム就業している関係もあり、

たいしたことはできませんが、当面は、森林インスラクター資

格取得を契機として始めた、県立公園における「里山保全ボラ

ンティア活動」に取り組んでいきたいと考えています。森林整

備作業を行うことに関しては、過去の経験・知識から特に問題

はないと考えていますが、技官（事務職）であったことから、

対外的に認められる実技資格を有しておりません。このため、

平成 30 年中には、「チェーンソー特別講習」、「刈払機安全講習」

を受講し、併せて「自然再生士」資格の取得も目指したいと考

えています。 将来的には、オールマイティーは無理なものの、

せめて森林整備部門だけでも、名実ともに使える森林インスラ 

クターを目指したいと考えています。 

 

 

 

リレーエッセイ 

 

 

作業後（林内が明るくなりました） 

 

 

 

里山保全ボランティア（作業中） 
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植物の奇跡の化学工場  

 

黒栁正典著 築地書館 2000 円＋税 

 

 草花を眺めると心が安らぎ、森林の中にいると清々し

い。さらに植物を調べると、光合成で養分を作り出し酸

素も供給してくれる。さらに種々の成分を作り身を守っ

ている。人間にはできない能力を持っているようだ。さ

ながら素晴らしい化学工場のようである。この本の内容

は、次のような冒頭の「はじめに」を見るだけでおおよ

そ分かる。 

 光合成こそ植物にとって最大の化学戦略であり、植物

の化学戦略の主役の天然有機化合物（二次代謝産物）と

はどんなものか、季節変化に応答し決まったサイクルで

生活を続けるための植物ホルモンの生理システムを述べ、

昆虫や微生物との相互にメリットある関係で構築してい

る方法を編み出し、植物にとって重要な繁殖戦略である

花の色や香りに及び、有毒植物や発ガン物質を含む植物

について、そしてオジギソウなどの動きのしくみについ

ても述べられている。 

 化学式も沢山でてくるがそれらはバックミュージック

として聞き流し、植物の化学戦略を知ることができる。 

（獏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  月間ブックレビュー  
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会員異動 

＜6月度の会員異動＞ 

6 月 30 日現在会員数 164 名 

月例会を開催しました 

日 時：6月 29 日(金) 18:00～20:00  場 所：かながわ県民活動サポートセンター 

出席者：理事 11 名、監事 1名、会員 5名  計 17 名 

議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員には、会報に同封してお送りします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イオウゴケ                   セイヨウニンジンボク 

(2017.7.11 南足柄市内にて)  
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編集後記 

早くも梅雨が明けました。猛暑

の予感がしますが、熱中症には

十分ご注意を。 

(小池) 

今号より段組みをなくしました。

引き続き読みやすいレイアウト

を心がけます！ 

(松山) 

掲 示 板 
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月 9 10 11 12 13 14 15

16 海の日 17 18 19 20 21 22

23 大暑 24 25 26 27 28 29

29 30 31 1 2 4 5

8 6 7 立秋 8 9 10 11 12

月 13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 処暑 24 25 26
さがみの森）定例作業

山こい倶楽部）金時山

木 金 土 日

鎌倉）御谷山林

ジュニアフォレスター教室
湘南の森）定例作業
鎌倉）十二所果樹園

ジュニアフォレスター教室

鎌倉）泣塔
名瀬谷戸の会

室内勉強会

鎌倉）内藤家墓地

鎌倉）十二所果樹園

水

四季の森公園）特定植物 ヤ
マユリ

湘南の森）定例作業

身近な自然を訪ねて（1/2）

自然を学ぼう）　海浜植物

月例会

月 火

2ヶ月 予 定 表　 2018年6月25日～2018年8月26日
月 火 水 木 金 土

身近な自然を訪ねて（1/2） 月例会

日

鎌倉）北条氏常盤亭跡
さがみの森）定例作業

名瀬谷戸の会
鎌倉）朝夷奈切通

名瀬谷戸の会

身近な自然を訪ねて（2/2）
鎌倉）御谷山林
山こい倶楽部

森こい倶楽部

名瀬谷戸の会 室内勉強会 身近な自然を訪ねて（2/2）
ヤビツの森
鎌倉）建長寺回春院

四季の森公園）四季守マスター塾
さがみの森）定例作業


